

























































































































































How canwe manage with
・Demanding goa1s and growing c1assroom sizes？
・Growing discip1inary prob1ems？
・Growingpmb1ems ofwe11being at school？
．Chi1dren’s growing motivationa1prob1ems
’Pressure to di価erentiate more teaching
’Pupirs postmodem1i胎wor1d
・Negative e脆。ts ofsocia1media on chi1dren
・下閉。hers胎e1they do not have time do to theirworkproper1y


























































Obligatory changes in“Future school”@         私が問題提起したいことは，今から
・W1ues of血e舳血ewor1dandourresp㎝sibi1i奴        20年後社会はどうなっているかとい
 （presidentTa巾Ha1onen：”Wehavetoch㎜ge ourva1ues，1i危sty1es うことである。価値観，生活様式，考
thinking，thereismretumbacktoo1dwor1d”          え方を変えないといけない。社会は過
・Respectofhumanva1ueofthechi1d（Lackof㎞ow1edge㎜dski11sis 夫に戻らない。そして，世界中が直面
noreas㎝地rhumi1iatingthechi1d）一se1fidentity         している問題は学校の問題に通じてい
・Teachersasp耐nersandsuppoれers             ると言える。
・Educati㎎andteachi㎎byarousingchi1止㎝’smotivati㎝一。hi1血㎝  未来の学校にとって，教師にとって
havetochangetheirown脆andtakeresponsibi1ity        必要な力量は，テクノロジーによって
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｝鋤…。薮  して良好に機能すること ・他のコミュニティ（学年 る影響といった，コミュニ こと
・コミュニティとして社会の や立場の違いも含む）と ティの存在意義や価値を ・コミュニティとして．状況













































  これは佐藤学「学びの文化的領域」佐伯畔 藤田英典 佐藤学『学べの誘い』東京大学出版会
 （1995）pp．！43－144を参考にした。当時の校内研究会では，この部分を職員全体で読み共通理解を図っ
 た。
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